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重
要
語
句 

次
の
語
句
の
読
み
と
意
味
を
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
読
み
は
送
り

仮
名
も
含
め
て
現
代
仮
名
遣
い
で
答
え
る
こ
と
。

⑴ 

雖モ
（
一
五
八
・
2
）�

⑵ 

食フ
（
一
五
八
・
4
）�

⑶ 

見ル
（
一
五
八
・
7
）�

重
要
句
形 

次
の
文
を
書
き
下
し
文
に
改
め
な
さ
い
。

⑴ 

伯 

楽ハ 

不
二
常ニ

ハ

 

有ラ
一。（
一
五
八
・
2
）

⑵ 

雖モ
レ
有リ

ト二
名 

馬
一
（
一
五
八
・
2
）　
　

⑶ 

祇ダ 

辱メ
ラ
レ

二 

於 

奴 

隷 

人 

之 

手ニ
一
（
一
五
八
・
2
〜
3
）

⑷ 

不ル
下
以テ
二
千 

里ヲ
一
称セ

ラ
レ

上 

也
。（
一
五
八
・
3
）

⑸ 

安ク
ン
ゾ

  

求メ
ン二
其ノ 

能ク 

千 

里ナ
ル
ヲ

一 

也
。（
一
五
八
・
7
～
8
）　
　

⑹ 
嗚 
呼
、
其レ 

真ニ 

無キ
レ
馬 

邪
、
其レ 

真ニ 

不ル
レ
知ラ
レ
馬ヲ 

也
。（
一
五
九
・
3
）

あ
ら
す
じ 
次
の
空
欄
に
適
語
を
入
れ
て
、
内
容
を
整
理
し
な
さ
い
。

第一段

千
里
を
走
る〔
①
　
　
　
〕は
、〔
②
　
　
　
〕に
よ
っ
て
見
い
だ
さ
れ
る
。

〔 

② 

〕は
い
つ
も
い
る
と
は
限
ら
な
い
た
め
に
、〔 

① 

〕と
分
か
ら
ず〔
③

　
　
　
〕な
馬
並
み
に
扱
わ
れ
、
能
力
を
発
揮
せ
ず
死
ん
で
い
く
。

第二段

ま
た
、
飼
い
主
は〔 

① 

〕を
、
そ
の
能
力
を
知
ら
ず
に
飼
っ
て
い
る
。

第三段

そ
れ
ば
か
り
か
、〔 

③ 

〕な
馬
と
同
じ
程
度
の
力
す
ら
出
す
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
。

第四段

そ
れ
な
の
に
、〔 

① 

〕を
見
分
け
る
力
の
な
い
飼
い
主
は
、「〔 

① 

〕が

い
な
い
。」
と
嘆
く
。

第五段

〔
④
　
　
　
〕は
嘆
息
す
る
。
名
馬
が
い
な
い
の
で
は
な
く
、
名
馬
を〔
⑤

　
　
　
　
　
　
　
〕の
で
は
な
い
か
と
。
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5
　「
其ノ 

道
」（
一
五
九
・
1
）
の
意
味
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選

ん
で
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
普
通
の
馬
を
見
つ
け
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
や
り
方
。

イ
　
普
通
の
馬
を
扱
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い
や
り
方
。

ウ
　
名
馬
を
見
つ
け
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
や
り
方
。

エ
　
名
馬
を
扱
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い
や
り
方
。�

6
　「
嗚 

呼
、
其レ 

真ニ 

無キ
レ
馬 

邪
、
其レ 

真ニ 

不ル
レ
知ラ
レ
馬ヲ 

也
。」（
一
五
九
・
3
）
と
あ
る

が
、
こ
の
一
文
に
お
け
る
作
者
の
真
意
は
ど
ち
ら
に
あ
る
か
。
適
切
な
ほ
う
を
選

び
な
さ
い
。

ア
　
名
馬
が
い
な
い
。

イ
　
名
馬
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。�

7
　「
優
れ
た
人
材
が
埋
も
れ
た
ま
ま
死
ん
で
い
く
こ
と
」
を
た
と
え
た
言
葉
を
、

本
文
中
か
ら
二
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

�8
　
こ
の
話
で
、
作
者
が
批
判
し
た
か
っ
た
も
の
は
何
か
。
適
当
な
も
の
を
、
次
の

中
か
ら
全
て
選
ん
で
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア  
有
能
な
人
材
を
認
め
て
登
用
す
る
こ
と
を
し
な
い
高
級
官
僚
。

イ  
誰
で
も
採
用
さ
れ
て
し
ま
う
官
僚
制
度
。

ウ
　
従
来
の
ま
ま
の
政
治
構
造
。

エ  

血
族
は
出
世
さ
せ
な
い
と
い
う
人
事
制
度
。�

内
容
理
解 

次
の
各
問
い
に
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

1
　
次
の
文
は
、「
世ニ 

有リ
テ二

伯 

楽
一、
然ル 

後ニ 

有リ
二
千 

里ノ 

馬
一。」（
一
五
八
・
1
）
の
意
味

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
補
っ
て
文
を
完
成
さ
せ

な
さ
い
。

　
世
の
中
に
は
Ａ

の
良
否
を
よ
く
見
分
け
る
Ｂ

が
い

て
、
そ
う
し
て
初
め
て
一
日
Ｃ

を
走
る
Ｄ

が
見
つ
け

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

2
　「
伯 

楽ハ 

不
二
常ニ

ハ

 

有ラ
一。」（
一
五
八
・
2
）を
、句
形
に
注
意
し
て
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

3
　「
辱メ

ラ
レ

二 

於 

奴 

隷 

人 

之 

手ニ
一
」（
一
五
八
・
2
〜
3
）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
「
於
」

と
同
じ
働
き
の
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
霜 

葉ハ 

紅ナ
リ二
於 

二 

月ノ 

花ヨ
リ
モ

一。

イ
　
後ル
レ
バ

  

則チ 

制セ
ラ
ル

二 

於 

人ニ
一。

ウ
　
有リ
三
美
―二
玉 

於 

斯ニ
一。

エ
　
苛 

政ハ 

猛ナ
リ二
於 

虎ヨ
リ
モ

一。�

4
　「
天 

下ニ 

無シ
レ
馬
。」（
一
五
九
・
2
）
と
あ
る
が
、
こ
の
「
馬
」
と
は
ど
の
よ
う
な

馬
か
。
本
文
中
か
ら
二
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

�
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